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1．はじめに

　本校は創立 74 年の歴史を持つ，電子機械科
2クラス（平成 30 年度入学生から 1クラス），
電気情報科 1クラス，環境土木科 1クラスの，
県南西部唯一の県立工業高校である。
　地域連携としての取組は，平成 19 年度の中
学校への出前授業「二足歩行ロボットの製作」
に始まり，市教育委員会と連携した「親子もの
づくり教室」，保育園等の遊具修理や教具製作，
博物館の展示物整備等を実施してきたが，年度
途中に応急的に取り組んだものも多かった。

2．笠工テクノ工房の概要

　「地域のお役に立つ人財を！」を目標に掲げ，
平成 28 年度末から始動した。
⑴　目的
・社会との連携，協働
・未来の創り手となるために必要な課題解決力，
資質の育成
・コミュニケーション能力の向上
⑵　募集方法
　図 1のポスターを作成し，近隣保育園（所），
幼稚園，小中学校および支援学校を対象に募集
した。
⑶　募集結果
　平成 28 年 2 月初旬から 3月末までの募集期
間に，保育所 1件，幼稚園 3件，小学校 3件，

中学校 2件，支援学校 13 件，計 22 件の応募が
あった。内容は，施設や教具の修繕・修理が5件，
残り 17 件は教具の製作であった。
⑷　活動の概要
　募集と依頼内容の振り分け，簡単な聞き取り
までを教員が行った後，課題研究のテーマとし
て計画的に取り組んだ。学科間連携も考え，時
間割の工夫をして各科の課題研究の授業を月曜
日の午後に統一して実施することとした。
　実施に当たっては，次の点を重視して活動す
ることを全科で統一した。
・依頼者との打合せを行い，依頼者の要望を的
確に把握する。
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図1　募集ポスター

・可能な限り，製作途中に試作品等を持参し，
依頼者と繰り返し打合せを行う。
・完成品の贈呈式を実施する。

3．�実践例（西備支援学校型はめ，パズル：
環境土木科）

⑴　打合せ事前準備
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②　企業との連携
　「エレキット」シリーズで多くの電子回路キ
ットを販売している株式会社イーケイジャパン
と課題研究の取組で，学校教材として工業高校
を主なターゲットとするイルミネーションキッ
ト「PICATOWER（以後ピカタワーと記す）」
を共同開発した。
　ピカタワーは，4色の発光ダイオード（以後
LEDと記す）を，1段 9個× 3段の 27 個を使
用した円柱形のイルミネーションであり，時間
とともに各 LEDを点滅させることによって各
種点灯パターンを楽しめるものである。1年生
から 3年生まで幅広く授業で活用できるものと
して開発した。

＜プラン概要（見守りサービス）＞
　契約者は，別居している高齢の親がいるが，
なかなか親に会いに行くことができない人たち
である。この高齢の親に「プランター，じょう
ろ，土，植物の種等」を提供し，毎日じょうろ
でプランター内の植物に水を与えてもらう。じ
ょうろには，センサーが備え付けられており，
植物に水を与えると，契約者である子どもに「今
日も親が水を与えた」という情報が送信される。
もし，水が与えられない日は，こちらで状況確
認をし契約者に報告する。この情報によって，
子どもは親が今日も元気であることを確認す
る，というシステムである。

3．おわりに

　時代の変化は，求める工業高校生の姿も変え
てきた。現在は，「自ら考え」「新しい発想をも
って」「行動できる」人材を求めている。工業高
校は，専門的な知識や技術を生徒に習得させる
ことは当然のことであるが，その上で，社会が
求めているニーズをしっかりと見極め，次の時
代を先取りする動きが必要だと考える。今回紹
介した知的財産教育や企業連携，大学連携，起
業家教育等は，従来のものづくり教育を土台に，
これからの工業高校が積極的に取り組んでいく
必要がある分野と考える。また，「宇宙」をキ
ーワードにする超小型人工衛星プロジェクト参
加や種子島ロケットコンテストカンサット部門
への参加等，工業高校の専門性を活かした高い
レベルへの挑戦を続けることによって，生徒の
学習に対しての高いモチベーションを維持でき
ると考える。
　今後も，工業教育において「現状維持は後退」
と考え，これからの時代の工業高校の在り方を
模索しながら挑戦していきたい。

共同開発したピカタワー
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　申込書を基
に，依頼内容
の確認と，依
頼先との打合
せで確認した
いこと等を担
当班でまとめ
た。また，依頼者の要望をより細かく聞き取る
ために，試作品を製作し，持参することにした。
⑵　製作前の打合せ
　試作品を持参したことで，視覚的にわかりや
すく，スムーズな打合せを行うことができた。
　打合せを終えた生徒からは，「実際に話をし
てみて，今回の試作品ではまだまだ改善すべき
点があることがわかった。」「何を話せばよいの
かはわかっていたが，どのように伝えてよいの
かが難しかった。」等の感想があった。
⑶　依頼品の製作
　打合せでいただいた改善点や要望を解決しな
がら，製作にとりかかった。
　製作では生徒が主体的に作業を進め，生徒同
士がアイディアを出しながら製作した。教員は
すぐにヒントや答えを示さず，意識して「考え
させる投げかけ」を行ったため，課題が見つか
った際は，生徒が主体的に考えたり，インター
ネットで調べたりしながら解決していった。
☆主なアイディア☆
・ピースの持ち手を滑りにくく，持ち易くする
ために丸い木材を取り付ける。

⑹　生徒の感想
・最初はどうすればよいかわからなかった。
・コミュニケーションをとることがどれだけ重
要か感じた。
・自分たちで作った物を使ってもらえてよかっ
た。嬉しい。
・作品を贈呈したときに生徒が喜んで使ってく
れるのを見て感動した。
・もっと色々な物を製作したい。
・仲間（チーム）の大切さを感じた。

4．成果と課題

⑴　成果
　今回の実践例では，支援学校の依頼品を製作
することで，バリアフリーを意識したものづく
りの重要性を知ることができ，貴重な経験とな

・枠板よりも底板を小さく切り出し，テーブル
から持ち上げる際に，指が掛かりやすくする。
⑷　納品準備
　納品日時の決定や当日の流れの確認は生徒自
身が行うこととした。
　事前に，電話のマナーや打合せ内容等を，生
徒同士で十分確認した。
　生徒は，相当緊張した様子であったが，電話
を切った後は安心感と充実感で，とても満足そ
うであった。
⑸　贈呈式
　贈呈式は児童4名のほかに，支援学校の校長，
教職員，報道陣もいる中で行われた。教具を贈
呈し，使い方を指導しながら一緒に活動する生
徒の姿はとても頼もしく感じられた。

図4　贈呈式の様子

図3　日程調整を行う生

徒の様子

図2　型はめパズル
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った。その他の成果を次に挙げる。
・依頼に対して，提案，製作，贈呈といった産
業社会の一連の作業を実践的に学ぶことがで
きた。
・依頼主の感謝の言葉や，子供たちの喜びを実
感することで自己肯定感・自己有用感が向上
した。
・製作過程では，学習の有用性が実感でき，依
頼主の期待に応えるために確実な技術の向上
が図れた。
・コミュニケーション能力やプレゼンテーショ
ン能力が向上するとともに，課題解決能力が
向上した。
⑵　課題
・製作費の確保…予算確保の点から，早期の募
集や依頼主との事前の費用交渉が必要であ
る。（平成 29 年度は県教委より「岡山県地域
人材育成支援事業」として 36 万円の助成を
受けた）
・製作時間の確保…週 3時間の課題研究の授業
のみでは製作不可能であった。部活動や進路
活動との両立を図る工夫が必要である。
・評価手法の確立…テーマや教員による差をな
くすためにも，評価規準と基準を明確にした
ルーブリック等を全員で作成し共有する必要
がある。

5．分析

　1年間を通して課題研究に取り組んできた 3
年生全員を対象にアンケートを行った。（7参
考資料【アンケート】参照）
　全科の結果を比較すると，電子機械科・環境
土木科のテクノ工房経験者については主体性・
協調性・知識・技術・自己有用感などが未経験
者に比べ，高くなっていることがわかる。しか
し，電気情報科については，多くの項目でテク
ノ工房未経験者が大きく上回っていることがわ
かった。この理由として，

・依頼があったテーマの難易度が高かったため
に，製作に時間がかかり，贈呈式を行う前に
アンケートを実施したことから，達成感や自
己有用感が得られなかった。
・テクノ工房以外の班がマイコンカー大会や，
ソーラーラジコンカー，ロボット競技など，
全国レベルの活動をしているため，日常的に
PBLの活動になっている。
等が考えられる。

6．おわりに

　この事業を通じて，学校外の社会と連携・協
働することにより，課題解決能力やコミュニケ
ーション・プレゼンテーション能力の育成だけ
でなく，生徒の自己有用感等の高揚に大きな効
果があると感じた。
　そのためには，教員の「考えさせる投げかけ」
が鍵であり，依頼者の要望以上の物が製作でき
るかを生徒が主体的に考えられる環境づくりを
提供することが重要であることがわかった。
　さらに，贈呈式などで感謝されたり，贈呈後
に大喜びで使われたりする様子を見ると，作る
だけでなく，達成感，自己有用感を得られる贈
呈の場が重要であることもわかった。
　PBLを活用した笠工テクノ工房は，新学習
指導要領に組み込まれる「社会と連携・協働し
ながら未来の創り手となる地域に開かれた教育
課程」の実現に値する取組であることを確信し
た。
　本年度は，新たに笠岡市からもテーマをいた
だくなど，笠工テクノ工房を通じた地域貢献活
動は確実に広がってきている。
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7．参考資料【アンケート】

　自身に当てはまる数字に○をつけ，得点化してグラフ化した。この得点化の手法は PBLにおける
自己評価の方法として一般的な方法のうちのひとつである。
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